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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　正面方形の硬いプラスチック板体で形成された表胴版と、
　背面方形の硬いプラスチック板体で形成された裏胴版と、
　前記表胴版と裏胴版との間において前記表胴版及び裏胴版の第１側縁及び第２側縁と底
縁とに、両長手端縁によって連設された襠部とを備え、
　前記表胴版及び裏胴版は、
　襠部材を溶着するための溶着代を備え、前記溶着代は、第１側縁、第２側縁及び底縁の
内側面で、第１側縁の近傍の溶着代、第２側縁の近傍の溶着代、底縁の近傍の溶着代を含
み、且つ、底縁の外側に折り曲げ部を介して連設された挟着補強部を備え、
　前記襠部は、
　表胴版及び裏胴版と溶着できる軟質プラスチックシートからなる襠部材で形成され、
　前記表胴版の第１側縁及び裏胴版の第１側縁に対応する略方形状の第１側襠部と、前記
表胴版の第２側縁及び裏胴版の第２側縁に対応する略方形状の第２側襠部と、前記表胴版
の底縁及び裏胴版の底縁に対応する略方形状の底襠部とを有し、
　第１側襠部と底襠部との境界の近傍及び第２側襠部と底襠部との境界の近傍は、折り曲
げられて、表胴版の第１側縁と、表胴版の底縁との境界の表胴版の第１角部及び裏胴版の
第１側縁と、裏胴版の底縁との境界の裏胴版の第１角部に対応した、第１角襠部、並びに
表胴版の第２側縁と、表胴版の底縁との境界の表胴版の第２角部及び裏胴版の第２側縁と
、裏胴版の底縁との境界の裏胴版の第２角部に対応した、第２角襠部を形成され、
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　前記襠部は、表胴版の第１側縁及び第２側縁の長さと底縁の長さとに対応する長さを有
する表側長手端縁を備えるとともに、裏胴版の第１側縁と第２側縁の長さと底縁の長さに
対応する長さを有する裏側長手端縁を備え、
　前記第１角襠部は、
　表側長手端縁及び裏側長手端縁と直交し、表胴版の第１角部と裏胴版の第１角部とを結
ぶ線に対応する第１角折り目と、第１側襠部の山折り折り目から第１角折り目まで一直線
状に続く第２角折り目と、底襠部の山折り折り目から第１角折り目まで一直線状に続く第
３角折り目と、第１角折り目と裏側長手端縁との交点から第１側襠部の山折り折り目と第
２角折り目との交点まで続く第４角折り目と、第１角折り目と裏側長手端縁との交点から
底襠部の山折り折り目と第３角折り目との交点まで続く第５角折り目と、第１角折り目と
表側長手端縁との交点から底襠部の山折り折り目と第３角折り目との交点まで続く第６角
折り目と、第１角折り目と表側長手端縁との交点から第１側襠部の山折り折り目と第２角
折り目との交点まで続く第７角折り目とを備え、
　　第１角折り目において、バッグの外側に向けて谷折りされ表胴版の第１角部及び裏胴
版の第１角部とを結ぶ線に対応した角部を形成され、
　　第２角折り目を、バッグの内側に向けて山折りされる山折り折り目に連続して内側に
折り曲げ、第１角折り目と第２角折り目と第４角折り目とに囲まれた第１角襠面と、第１
角折り目と第２角折り目と第７角折り目とに囲まれた第２角襠面とを、密着され、
　　底襠部と第３角折り目と第５角折り目及び第６角折り目との交点において底襠部と第
３角折り目とを９０°折り曲げ、且つ第５角折り目と第６角折り目とは内側に折り曲げ、
第３角折り目は、第２角折り目に密に接して折り曲げられ、
　　第３角折り目と第５角折り目と第１角折り目とに囲まれた第３角襠面と第５角折り目
を挟んだ底襠部の第５角折り目近傍の面とを密着させるとともに、第３角折り目と第６角
折り目と第１角折り目とに囲まれた第４角襠面と第６角折り目を挟んだ底襠部の第６角折
り目の近傍の面とを密着され、
　前記第２角襠部は、
　表側長手端縁及び裏側長手端縁と直交し、表胴版の第２角部と裏胴版の第２角部とを結
ぶ線に対応する第１角折り目と、第１側襠部の山折り折り目から第１角折り目まで一直線
状に続く第２角折り目と、底襠部の山折り折り目から第１角折り目まで一直線状に続く第
３角折り目と、第１角折り目と裏側長手端縁との交点から第２側襠部の山折り折り目と第
２角折り目との交点まで続く第４角折り目と、第１角折り目と裏側長手端縁との交点から
底襠部の山折り折り目と第３角折り目との交点まで続く第５角折り目と、第１角折り目と
表側長手端縁との交点から底襠部の山折り折り目と第３角折り目との交点まで続く第６角
折り目と、第１角折り目と表側長手端縁との交点から第１側襠部の山折り折り目と第２角
折り目との交点まで続く第７角折り目とを備え、
　　第１角折り目において、バッグの外側に向けて谷折りされ表胴版の第２角部及び裏胴
版の第２角部とを結ぶ線に対応した角部を形成され、
　　第２角折り目を、バッグの内側に向けて山折りされる山折り折り目に連続して内側に
折り曲げ、第１角折り目と第２角折り目と第４角折り目との囲まれた第１角襠面と、第１
角折り目と第２角折り目と第４角折り目とに囲まれた面とを、密着され、
　　底襠部と第３角折り目と第５角折り目及び第６角折り目との交点において底襠部と第
３角折り目とを９０°折り曲げ、且つ第５角折り目と第６角折り目とは内側に折り曲げ、
第３角折り目は、第２角折り目に密に接して折り曲げられ、
　　第３角折り目と第５角折り目と第１角折り目とに囲まれた第３角襠面と第５角折り目
を挟んだ底襠部の第５角折り目近傍の面とを密着させるとともに、第３角折り目と第６角
折り目と第１角折り目とに囲まれた第４角襠面と第６角折り目を挟んだ底襠部の第６角折
り目の近傍の面とを密着され、
　前記襠部材は、
　第１側襠部の表側長手端縁の近傍の溶着代及び裏側長手端縁の近傍の溶着代と、底襠部
の表側長手端縁の近傍の溶着代及び裏側長手端縁の近傍の溶着代と、第２側襠部の表側長
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手端縁の近傍の溶着代及び裏側長手端縁の近傍の溶着代とを備え、
　表側長手端縁と裏側長手端縁との間において、長手方向に連続して形成された山折り折
り目と、前記山折り折り目の幅方向における両側に前記山折り折り目に沿って長手方向に
連続して形成された表側谷折り折り目と裏側谷折り折り目とを形成され、前記山折り折り
目と表側谷折り折り目との間と前記山折り折り目と裏側谷折り折り目との間を接着されて
補強部が形成され、
　長手方向に連続する、表側長手端縁の第１側襠部の表側長手端縁の近傍の溶着代、底襠
部の表側長手端縁の近傍の溶着代及び第２側襠部の表側長手端縁の近傍の溶着代において
、表胴版の外周縁、すなわち第１側縁、第２側縁及び底縁の内側面で第１側縁の近傍の溶
着代、第２側縁の近傍の溶着代、底縁の近傍の溶着代に溶着されて表胴版と連結され、且
つ、長手方向に連続する、第１側襠部の裏側長手端縁の近傍の溶着代、底襠部の裏側長手
端縁の近傍の溶着代及び第２側襠部の裏側長手端縁の近傍の溶着代において、裏胴版の外
周縁、すなわち第１側縁、第２側縁及び底縁の近傍の内側面で第１側縁の近傍の溶着代、
第２側縁の近傍の溶着代、底縁の近傍の溶着代に溶着されて、裏胴版と連結され、山折り
折り目側がバッグの内側に向けて突き出るように、前記表側谷折り折り目とは反対側の表
側端縁と表胴版とを連設され且つ前記裏側谷折り折り目とは反対側の裏側端縁と裏胴版と
を連設されるとともに、底縁の内側面に接し合わされた底襠部の表側長手端縁の近傍の溶
着代の内側面に、折り曲げ部において折り曲げられた挟着補強部が接し合わされて溶着さ
れ、且つ、底縁の内側面に接し合わされた底襠部の裏側長手端縁の近傍の溶着代の内側面
に、折り曲げ部において折り曲げられた挟着補強部が接し合わされて溶着された、
　バッグ。
【請求項２】
　前記表胴版及び裏胴版は、硬いポリプロピレン板体であり、
　前記襠部は、前記表胴版及び裏胴版の第１側縁及び第２側縁の長さと底縁の長さとに対
応する長さを有する平面視長方形状の軟質オレフィンシートからなる襠部材で構成され、
　襠部材は、第１角襠部及び第２角襠部で折り曲げられた状態において、
　底襠部の表側長手端縁の近傍の溶着代及び裏側長手端縁の近傍の溶着代で、表胴版の底
縁の溶着代及び裏胴版の底縁の内側の溶着代と接し合わされ、且つ、表側長手端縁の近傍
の溶着代及び裏側長手端縁の近傍の溶着代の内側面にそれぞれその溶着代の形状に対応し
た表胴版の挟着補強部及び裏胴版の挟着補強部を折り曲げ部及び折り曲げ部において折り
曲げて接し合わされ、一緒に同時に溶着された、
　請求項１に記載のバッグ。
【請求項３】
　表胴版及び裏胴版は、第１側縁の外側に折り曲げ部を介して連設された挟着補強部と、
第２側縁の外側に折り曲げ部を介して連設された挟着補強部とを備え、
　襠部材は、第１側縁の内側面に接し合わされた第１側襠部の表側長手端縁の近傍の溶着
代の内側面に、折り曲げ部において折り曲げられた挟着補強部が接し合わされて溶着され
、第２側縁の内側面に接し合わされた第２側襠部の表側長手端縁の近傍の溶着代の内側面
に、折り曲げ部において折り曲げられた挟着補強部が接し合わされて溶着され、
　且つ、第１側縁の内側面に接し合わされた第１側襠部の裏側長手端縁の近傍の溶着代の
内側面に、折り曲げ部において折り曲げられた挟着補強部が接し合わされて溶着され、第
２側縁の内側面に接し合わされた第２側襠部の裏側長手端縁の近傍の溶着代の内側面に、
折り曲げ部において折り曲げられた挟着補強部が接し合わされて溶着された、
　請求項１又は２に記載のバッグ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、バッグに関し、特に例えばプラスチックで形成される書類かばん等のバッ
グに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来のかばんは、例えば特開平７－２２５７号公報に記載されたようなものがあり、該
かばんは、プラスチック片を、折線（７）に沿って折り曲げて形成する容体（１）を備え
、該容体はその側面にプラスチック片の接合部（１０）を有し、その接合部を押圧状態で
溶着することにより接合部をフラット状に形成されたかばん類等の収容体である。
【０００３】
【特許文献１】特開平７－２２５７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来のこのかばん類等の収容体は、プラスチック片で容体を形成し、その容体の接合部
を押圧状態で溶着することにより接合部をフラット状に形成しているが、収容体の中に書
類等を入れて収容体を携帯すると、収容体の中に入れられた書類等の重みにより、特に底
面部が下方に垂れ下がり、見栄えが悪くなり、携帯もしにくくなる。
【０００５】
　それゆえに、この発明の主たる目的は、収容された物品の重みにより変形しにくいバッ
グを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明の請求項１にかかるバッグは、
　正面方形の硬いプラスチック板体で形成された表胴版と、
　背面方形の硬いプラスチック板体で形成された裏胴版と、
　前記表胴版と裏胴版との間において前記表胴版及び裏胴版の第１側縁及び第２側縁と底
縁とに、両長手端縁によって連設された襠部とを備え、
　前記表胴版及び裏胴版は、
　襠部材を溶着するための溶着代を備え、前記溶着代は、第１側縁、第２側縁及び底縁の
内側面で、第１側縁の近傍の溶着代、第２側縁の近傍の溶着代、底縁の近傍の溶着代を含
み、且つ、底縁の外側に折り曲げ部を介して連設された挟着補強部を備え、
　前記襠部は、
　表胴版及び裏胴版と溶着できる軟質プラスチックシートからなる襠部材で形成され、
　前記表胴版の第１側縁及び裏胴版の第１側縁に対応する略方形状の第１側襠部と、前記
表胴版の第２側縁及び裏胴版の第２側縁に対応する略方形状の第２側襠部と、前記表胴版
の底縁及び裏胴版の底縁に対応する略方形状の底襠部とを有し、
　第１側襠部と底襠部との境界の近傍及び第２側襠部と底襠部との境界の近傍は、折り曲
げられて、表胴版の第１側縁と、表胴版の底縁との境界の表胴版の第１角部及び裏胴版の
第１側縁と、裏胴版の底縁との境界の裏胴版の第１角部に対応した、第１角襠部、並びに
表胴版の第２側縁と、表胴版の底縁との境界の表胴版の第２角部及び裏胴版の第２側縁と
、裏胴版の底縁との境界の裏胴版の第２角部に対応した、第２角襠部を形成され、
　前記襠部は、表胴版の第１側縁及び第２側縁の長さと底縁の長さとに対応する長さを有
する表側長手端縁を備えるとともに、裏胴版の第１側縁と第２側縁の長さと底縁の長さに
対応する長さを有する裏側長手端縁を備え、
　前記第１角襠部は、
　表側長手端縁及び裏側長手端縁と直交し、表胴版の第１角部と裏胴版の第１角部とを結
ぶ線に対応する第１角折り目と、第１側襠部の山折り折り目から第１角折り目まで一直線
状に続く第２角折り目と、底襠部の山折り折り目から第１角折り目まで一直線状に続く第
３角折り目と、第１角折り目と裏側長手端縁との交点から第１側襠部の山折り折り目と第
２角折り目との交点まで続く第４角折り目と、第１角折り目と裏側長手端縁との交点から
底襠部の山折り折り目と第３角折り目との交点まで続く第５角折り目と、第１角折り目と
表側長手端縁との交点から底襠部の山折り折り目と第３角折り目との交点まで続く第６角
折り目と、第１角折り目と表側長手端縁との交点から第１側襠部の山折り折り目と第２角
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折り目との交点まで続く第７角折り目とを備え、
　　第１角折り目において、バッグの外側に向けて谷折りされ表胴版の第１角部及び裏胴
版の第１角部とを結ぶ線に対応した角部を形成され、
　　第２角折り目を、バッグの内側に向けて山折りされる山折り折り目に連続して内側に
折り曲げ、第１角折り目と第２角折り目と第４角折り目とに囲まれた第１角襠面と、第１
角折り目と第２角折り目と第７角折り目とに囲まれた第２角襠面とを、密着され、
　　底襠部と第３角折り目と第５角折り目及び第６角折り目との交点において底襠部と第
３角折り目とを９０°折り曲げ、且つ第５角折り目と第６角折り目とは内側に折り曲げ、
第３角折り目は、第２角折り目に密に接して折り曲げられ、
　　第３角折り目と第５角折り目と第１角折り目とに囲まれた第３角襠面と第５角折り目
を挟んだ底襠部の第５角折り目近傍の面とを密着させるとともに、第３角折り目と第６角
折り目と第１角折り目とに囲まれた第４角襠面と第６角折り目を挟んだ底襠部の第６角折
り目の近傍の面とを密着され、
　前記第２角襠部は、
　表側長手端縁及び裏側長手端縁と直交し、表胴版の第２角部と裏胴版の第２角部とを結
ぶ線に対応する第１角折り目と、第１側襠部の山折り折り目から第１角折り目まで一直線
状に続く第２角折り目と、底襠部の山折り折り目から第１角折り目まで一直線状に続く第
３角折り目と、第１角折り目と裏側長手端縁との交点から第２側襠部の山折り折り目と第
２角折り目との交点まで続く第４角折り目と、第１角折り目と裏側長手端縁との交点から
底襠部の山折り折り目と第３角折り目との交点まで続く第５角折り目と、第１角折り目と
表側長手端縁との交点から底襠部の山折り折り目と第３角折り目との交点まで続く第６角
折り目と、第１角折り目と表側長手端縁との交点から第１側襠部の山折り折り目と第２角
折り目との交点まで続く第７角折り目とを備え、
　　第１角折り目において、バッグの外側に向けて谷折りされ表胴版の第２角部及び裏胴
版の第２角部とを結ぶ線に対応した角部を形成され、
　　第２角折り目を、バッグの内側に向けて山折りされる山折り折り目に連続して内側に
折り曲げ、第１角折り目と第２角折り目と第４角折り目との囲まれた第１角襠面と、第１
角折り目と第２角折り目と第４角折り目とに囲まれた面とを、密着され、
　　底襠部と第３角折り目と第５角折り目及び第６角折り目との交点において底襠部と第
３角折り目とを９０°折り曲げ、且つ第５角折り目と第６角折り目とは内側に折り曲げ、
第３角折り目は、第２角折り目に密に接して折り曲げられ、
　　第３角折り目と第５角折り目と第１角折り目とに囲まれた第３角襠面と第５角折り目
を挟んだ底襠部の第５角折り目近傍の面とを密着させるとともに、第３角折り目と第６角
折り目と第１角折り目とに囲まれた第４角襠面と第６角折り目を挟んだ底襠部の第６角折
り目の近傍の面とを密着され、
　前記襠部材は、
　第１側襠部の表側長手端縁の近傍の溶着代及び裏側長手端縁の近傍の溶着代と、底襠部
の表側長手端縁の近傍の溶着代及び裏側長手端縁の近傍の溶着代と、第２側襠部の表側長
手端縁の近傍の溶着代及び裏側長手端縁の近傍の溶着代とを備え、
　表側長手端縁と裏側長手端縁との間において、長手方向に連続して形成された山折り折
り目と、前記山折り折り目の幅方向における両側に前記山折り折り目に沿って長手方向に
連続して形成された表側谷折り折り目と裏側谷折り折り目とを形成され、前記山折り折り
目と表側谷折り折り目との間と前記山折り折り目と裏側谷折り折り目との間を接着されて
補強部が形成され、
　長手方向に連続する、表側長手端縁の第１側襠部の表側長手端縁の近傍の溶着代、底襠
部の表側長手端縁の近傍の溶着代及び第２側襠部の表側長手端縁の近傍の溶着代において
、表胴版の外周縁、すなわち第１側縁、第２側縁及び底縁の内側面で第１側縁の近傍の溶
着代、第２側縁の近傍の溶着代、底縁の近傍の溶着代に溶着されて表胴版と連結され、且
つ、長手方向に連続する、第１側襠部の裏側長手端縁の近傍の溶着代、底襠部の裏側長手
端縁の近傍の溶着代及び第２側襠部の裏側長手端縁の近傍の溶着代において、裏胴版の外
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周縁、すなわち第１側縁、第２側縁及び底縁の近傍の内側面で第１側縁の近傍の溶着代、
第２側縁の近傍の溶着代、底縁の近傍の溶着代に溶着されて、裏胴版と連結され、山折り
折り目側がバッグの内側に向けて突き出るように、前記表側谷折り折り目とは反対側の表
側端縁と表胴版とを連設され且つ前記裏側谷折り折り目とは反対側の裏側端縁と裏胴版と
を連設されるとともに、底縁の内側面に接し合わされた底襠部の表側長手端縁の近傍の溶
着代の内側面に、折り曲げ部において折り曲げられた挟着補強部が接し合わされて溶着さ
れ、且つ、底縁の内側面に接し合わされた底襠部の裏側長手端縁の近傍の溶着代の内側面
に、折り曲げ部において折り曲げられた挟着補強部が接し合わされて溶着されている。
　この発明の請求項２にかかるバッグは、前記表胴版及び裏胴版は、硬いポリプロピレン
板体であり、前記襠部は、前記表胴版及び裏胴版の第１側縁及び第２側縁の長さと底縁の
長さとに対応する長さを有する平面視長方形状の軟質オレフィンシートからなる襠部材で
構成され、襠部材は、第１角襠部及び第２角襠部で折り曲げられた状態において、底襠部
の表側長手端縁の近傍の溶着代及び裏側長手端縁の近傍の溶着代で、表胴版の底縁の溶着
代及び裏胴版の底縁の内側の溶着代と接し合わされ、且つ、表側長手端縁の近傍の溶着代
及び裏側長手端縁の近傍の溶着代の内側面にそれぞれその溶着代の形状に対応した表胴版
の挟着補強部及び裏胴版の挟着補強部を折り曲げ部及び折り曲げ部において折り曲げて接
し合わされ、一緒に同時に溶着された、請求項１に記載のバッグである。
　この発明の請求項３にかかるバッグは、表胴版及び裏胴版は、第１側縁の外側に折り曲
げ部を介して連設された挟着補強部と、第２側縁の外側に折り曲げ部を介して連設された
挟着補強部とを備え、襠部材は、第１側縁の内側面に接し合わされた第１側襠部の表側長
手端縁の近傍の溶着代の内側面に、折り曲げ部において折り曲げられた挟着補強部が接し
合わされて溶着され、第２側縁の内側面に接し合わされた第２側襠部の表側長手端縁の近
傍の溶着代の内側面に、折り曲げ部において折り曲げられた挟着補強部が接し合わされて
溶着され、且つ、第１側縁の内側面に接し合わされた第１側襠部の裏側長手端縁の近傍の
溶着代の内側面に、折り曲げ部において折り曲げられた挟着補強部が接し合わされて溶着
され、第２側縁の内側面に接し合わされた第２側襠部の裏側長手端縁の近傍の溶着代の内
側面に、折り曲げ部において折り曲げられた挟着補強部が接し合わされて溶着された、請
求項１又は２に記載のバッグである。
【発明の効果】
【０００７】
　この発明によれば、正面方形の硬いプラスチック板体で形成された表胴版と、背面方形
の硬いプラスチック板体で形成された裏胴版と、前記表胴版と裏胴版との間において前記
表胴版及び裏胴版の第１側縁及び第２側縁と底縁とに、両長手端縁によって連設された襠
部とを備え、前記表胴版及び裏胴版は、襠部材を溶着するための溶着代を備え、前記溶着
代は、第１側縁、第２側縁及び底縁の内側面で、第１側縁の近傍の溶着代、第２側縁の近
傍の溶着代、底縁の近傍の溶着代を含み、且つ、底縁の外側に折り曲げ部を介して連設さ
れた挟着補強部を備え、前記襠部は、表胴版及び裏胴版と溶着できる軟質プラスチックシ
ートからなる襠部材で形成され、前記表胴版の第１側縁及び裏胴版の第１側縁に対応する
略方形状の第１側襠部と、前記表胴版の第２側縁及び裏胴版の第２側縁に対応する略方形
状の第２側襠部と、前記表胴版の底縁及び裏胴版の底縁に対応する略方形状の底襠部とを
有し、第１側襠部と底襠部との境界の近傍及び第２側襠部と底襠部との境界の近傍は、折
り曲げられて、表胴版の第１側縁と、表胴版の底縁との境界の表胴版の第１角部及び裏胴
版の第１側縁と、裏胴版の底縁との境界の裏胴版の第１角部に対応した、第１角襠部、並
びに表胴版の第２側縁と、表胴版の底縁との境界の表胴版の第２角部及び裏胴版の第２側
縁と、裏胴版の底縁との境界の裏胴版の第２角部に対応した、第２角襠部を形成され、前
記襠部は、表胴版の第１側縁及び第２側縁の長さと底縁の長さとに対応する長さを有する
表側長手端縁を備えるとともに、裏胴版の第１側縁と第２側縁の長さと底縁の長さに対応
する長さを有する裏側長手端縁を備え、前記第１角襠部は、表側長手端縁及び裏側長手端
縁と直交し、表胴版の第１角部と裏胴版の第１角部とを結ぶ線に対応する第１角折り目と
、第１側襠部の山折り折り目から第１角折り目まで一直線状に続く第２角折り目と、底襠
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部の山折り折り目から第１角折り目まで一直線状に続く第３角折り目と、第１角折り目と
裏側長手端縁との交点から第１側襠部の山折り折り目と第２角折り目との交点まで続く第
４角折り目と、第１角折り目と裏側長手端縁との交点から底襠部の山折り折り目と第３角
折り目との交点まで続く第５角折り目と、第１角折り目と表側長手端縁との交点から底襠
部の山折り折り目と第３角折り目との交点まで続く第６角折り目と、第１角折り目と表側
長手端縁との交点から第１側襠部の山折り折り目と第２角折り目との交点まで続く第７角
折り目とを備え、第１角折り目において、バッグの外側に向けて谷折りされ表胴版の第１
角部及び裏胴版の第１角部とを結ぶ線に対応した角部を形成され、第２角折り目を、バッ
グの内側に向けて山折りされる山折り折り目に連続して内側に折り曲げ、第１角折り目と
第２角折り目と第４角折り目とに囲まれた第１角襠面と、第１角折り目と第２角折り目と
第７角折り目とに囲まれた第２角襠面とを、密着され、底襠部と第３角折り目と第５角折
り目及び第６角折り目との交点において底襠部と第３角折り目とを９０°折り曲げ、且つ
第５角折り目と第６角折り目とは内側に折り曲げ、第３角折り目は、第２角折り目に密に
接して折り曲げられ、第３角折り目と第５角折り目と第１角折り目とに囲まれた第３角襠
面と第５角折り目を挟んだ底襠部の第５角折り目近傍の面とを密着させるとともに、第３
角折り目と第６角折り目と第１角折り目とに囲まれた第４角襠面と第６角折り目を挟んだ
底襠部の第６角折り目の近傍の面とを密着され、前記第２角襠部は、表側長手端縁及び裏
側長手端縁と直交し、表胴版の第２角部と裏胴版の第２角部とを結ぶ線に対応する第１角
折り目と、第１側襠部の山折り折り目から第１角折り目まで一直線状に続く第２角折り目
と、底襠部の山折り折り目から第１角折り目まで一直線状に続く第３角折り目と、第１角
折り目と裏側長手端縁との交点から第２側襠部の山折り折り目と第２角折り目との交点ま
で続く第４角折り目と、第１角折り目と裏側長手端縁との交点から底襠部の山折り折り目
と第３角折り目との交点まで続く第５角折り目と、第１角折り目と表側長手端縁との交点
から底襠部の山折り折り目と第３角折り目との交点まで続く第６角折り目と、第１角折り
目と表側長手端縁との交点から第１側襠部の山折り折り目と第２角折り目との交点まで続
く第７角折り目とを備え、第１角折り目において、バッグの外側に向けて谷折りされ表胴
版の第２角部及び裏胴版の第２角部とを結ぶ線に対応した角部を形成され、第２角折り目
を、バッグの内側に向けて山折りされる山折り折り目に連続して内側に折り曲げ、第１角
折り目と第２角折り目と第４角折り目との囲まれた第１角襠面と、第１角折り目と第２角
折り目と第４角折り目とに囲まれた面とを、密着され、底襠部と第３角折り目と第５角折
り目及び第６角折り目との交点において底襠部と第３角折り目とを９０°折り曲げ、且つ
第５角折り目と第６角折り目とは内側に折り曲げ、第３角折り目は、第２角折り目に密に
接して折り曲げられ、第３角折り目と第５角折り目と第１角折り目とに囲まれた第３角襠
面と第５角折り目を挟んだ底襠部の第５角折り目近傍の面とを密着させるとともに、第３
角折り目と第６角折り目と第１角折り目とに囲まれた第４角襠面と第６角折り目を挟んだ
底襠部の第６角折り目の近傍の面とを密着され、前記襠部材は、第１側襠部の表側長手端
縁の近傍の溶着代及び裏側長手端縁の近傍の溶着代と、底襠部の表側長手端縁の近傍の溶
着代及び裏側長手端縁の近傍の溶着代と、第２側襠部の表側長手端縁の近傍の溶着代及び
裏側長手端縁の近傍の溶着代とを備え、表側長手端縁と裏側長手端縁との間において、長
手方向に連続して形成された山折り折り目と、前記山折り折り目の幅方向における両側に
前記山折り折り目に沿って長手方向に連続して形成された表側谷折り折り目と裏側谷折り
折り目とを形成され、前記山折り折り目と表側谷折り折り目との間と前記山折り折り目と
裏側谷折り折り目との間を接着されて補強部が形成され、長手方向に連続する、表側長手
端縁の第１側襠部の表側長手端縁の近傍の溶着代、底襠部の表側長手端縁の近傍の溶着代
及び第２側襠部の表側長手端縁の近傍の溶着代において、表胴版の外周縁、すなわち第１
側縁、第２側縁及び底縁の内側面で第１側縁の近傍の溶着代、第２側縁の近傍の溶着代、
底縁の近傍の溶着代に溶着されて表胴版と連結され、且つ、長手方向に連続する、第１側
襠部の裏側長手端縁の近傍の溶着代、底襠部の裏側長手端縁の近傍の溶着代及び第２側襠
部の裏側長手端縁の近傍の溶着代において、裏胴版の外周縁、すなわち第１側縁、第２側
縁及び底縁の近傍の内側面で第１側縁の近傍の溶着代、第２側縁の近傍の溶着代、底縁の
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近傍の溶着代に溶着されて、裏胴版と連結され、山折り折り目側がバッグの内側に向けて
突き出るように、前記表側谷折り折り目とは反対側の表側端縁と表胴版とを連設され且つ
前記裏側谷折り折り目とは反対側の裏側端縁と裏胴版とを連設されるとともに、底縁の内
側面に接し合わされた底襠部の表側長手端縁の近傍の溶着代の内側面に、折り曲げ部にお
いて折り曲げられた挟着補強部が接し合わされて溶着され、且つ、底縁の内側面に接し合
わされた底襠部の裏側長手端縁の近傍の溶着代の内側面に、折り曲げ部において折り曲げ
られた挟着補強部が接し合わされて溶着されているので、襠部及び胴版が補強されて変形
しにくく、耐久性に優れたバッグを得ることができる。
　請求項２の発明によれば、前記表胴版及び裏胴版は、硬いポリプロピレン板体であり、
前記襠部は、前記表胴版及び裏胴版の第１側縁及び第２側縁の長さと底縁の長さとに対応
する長さを有する平面視長方形状の軟質オレフィンシートからなる襠部材で構成され、襠
部材は、第１角襠部及び第２角襠部で折り曲げられた状態において、底襠部の表側長手端
縁の近傍の溶着代及び裏側長手端縁の近傍の溶着代で、表胴版の底縁の溶着代及び裏胴版
の底縁の内側の溶着代と接し合わされ、且つ、表側長手端縁の近傍の溶着代及び裏側長手
端縁の近傍の溶着代の内側面にそれぞれその溶着代の形状に対応した表胴版の挟着補強部
及び裏胴版の挟着補強部を折り曲げ部及び折り曲げ部において折り曲げて接し合わされ、
一緒に同時に溶着されているので、襠部及び胴版部が補強されてその中に収容された物品
等の重みにより変形することがない。
　請求項３の発明によれば、表胴版及び裏胴版は、第１側縁の外側に折り曲げ部を介して
連設された挟着補強部と、第２側縁の外側に折り曲げ部を介して連設された挟着補強部と
を備え、襠部材は、第１側縁の内側面に接し合わされた第１側襠部の表側長手端縁の近傍
の溶着代の内側面に、折り曲げ部において折り曲げられた挟着補強部が接し合わされて溶
着され、第２側縁の内側面に接し合わされた第２側襠部の表側長手端縁の近傍の溶着代の
内側面に、折り曲げ部において折り曲げられた挟着補強部が接し合わされて溶着され、且
つ、第１側縁の内側面に接し合わされた第１側襠部の裏側長手端縁の近傍の溶着代の内側
面に、折り曲げ部において折り曲げられた挟着補強部が接し合わされて溶着され、第２側
縁の内側面に接し合わされた第２側襠部の裏側長手端縁の近傍の溶着代の内側面に、折り
曲げ部において折り曲げられた挟着補強部が接し合わされて溶着されているので、襠部材
の底襠部及び第１側襠部と第２側襠部とが補強され、収容された物品の重みにより変形す
ることが少ない。
【０００８】
　この発明の上述の目的、その他の目的、特徴および利点は、図面を参照して行う以下の
発明の実施の形態の詳細な説明から一層明らかとなろう。
　この発明の説明において、バッグの正面側を表といい、背面側を裏ということがあり、
正面から見て左側を左、右側を右ということがあり、収容部内を内、収容部外を外という
ことがある。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　図１は、この発明にかかる一実施の形態であるバッグを示す斜視図解図であり、図２は
、図１図示バッグの掩蓋部を開いた状態を示す斜視図解図である。図３は、図１図示バッ
グの横断面図解図であり、図４は、図１図示バッグの要部の縦断面図解図である。　図５
は、図１に示すバッグに用いられる襠部材を示す展開図である。図６は、図１に示すバッ
グの襠部を作る工程を示す横断面図解図であり、図７は、図１に示すバッグの襠部を作る
工程を示す横断面図解図である。図８は、図１に示すバッグの襠部を作る工程を示す斜視
図解図であり、図９は、図１に示すバッグの襠部を作る工程を示す斜視図解図である。
【００１０】
　このバッグ１０は、例えばポリプロピレン等のポリオレフィン樹脂、塩化ビニール等の
合成樹脂からなり、正面方形の表胴版１２と、前記表胴版１２と同一形状の背面方形の裏
胴版１４と、前記表胴版１２と裏胴版１４との間において前記表胴版１２及び裏胴版１４
の外周縁に沿って連設された襠部１６とを備える。
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　前記襠部１６が連設されていない表胴版１２及び裏胴版１４の上端縁は、開口された開
口部１８と、前記裏胴版１４より連設された開口部１８を覆う掩蓋部２０とを備え、表胴
版１２と裏胴版１４と襠部１６とに囲繞された空間に開口部１８に続く収容部が形成され
る。
【００１１】
　前記表胴版１２及び裏胴版１４は、比較的硬い正面視方形状板体で両者が略々同一形状
・同一素材であり、襠部１６と溶着できるポリプロピレン等の合成樹脂シートからなる。
　表胴版１２は、バッグの正面から見て、左側の第１側縁３０と右側の第２側縁３２と底
縁３４とを備える。
　又、裏胴版１４は、バッグの正面から見て、左側の第１側縁４０と右側の第２側縁４２
と底縁４４とを備える。
【００１２】
　襠部１６は、表胴版１２の第１側縁３０及び第２側縁３２の長さと底縁３４の長さとに
対応する長さを有する表側長手端縁５２を備えるとともに、裏胴版１４の第１側縁４０と
第２側縁４２の長さと底縁４４の長さに対応する長さを有する裏側長手端縁５４を備える
、表胴版１２及び裏胴版１４と溶着できる平面視長方形状のポリオレフィン等の軟質プラ
スチックシートからなる襠部材５０で形成されている。
【００１３】
　前記襠部１６は、前記表胴版１２と裏胴版１４との間において、前記表胴版１２の第１
側縁３０及び第２側縁３２と底縁３４と、裏胴版１４の第１側縁４０及び第２側縁４２と
底縁４４とに、表側長手端縁５２及び裏側長手端縁５４によって連設され、表側長手端縁
５２の内側面及び裏側長手端縁５４の内側面には、その溶着代に対応した補強材２２が溶
着され、且つ表側長手端縁５２と裏側長手端縁５４との間の略中央において、その長手方
向に連続しバッグの内側に向けて突き出る補強部２４を備える。
　襠部１６は、前記表胴版１２の第１側縁３０及び裏胴版１４の第１側縁４０に対応する
略方形状の第１側襠部６２と、前記表胴版１２の第２側縁３２及び裏胴版１４の第２側縁
４２に対応する略方形状の第２側襠部６６と、前記表胴版１２の底縁３４及び裏胴版１４
の底縁４４に対応する略方形状の底襠部６４とを有する。
【００１４】
　前記襠部材５０は、表側長手端縁５２と裏側長手端縁５４との間において、表側長手端
縁５２と裏側長手端縁５４とに平行に長手方向に連続して形成された山折り折り目５６と
、前記山折り折り目５６の幅方向における両側に前記山折り折り目５６に沿って平行で長
手方向に連続して形成された表側谷折り折り目５８と裏側谷折り折り目６０とを形成され
、前記山折り折り目５６と表側谷折り折り目５８との間と前記山折り折り目５６と裏側谷
折り折り目６０との間を接着されて補強部２４が形成されるとともに、補強部２４の山折
り折り目５６側がバッグの内側に向けて突き出るように前記表側谷折り折り目５８とは反
対側の表側長手端縁５２の内側面と表胴版１２とが連設され、且つ前記裏側谷折り折り目
６０とは反対側の裏側長手端縁５４の内側面と裏胴版１４とが連設されている。
【００１５】
　前記襠部材５０は、平面視略長方形状の熱可塑性軟質プラスチックシートからなり、前
記表胴版１２及び裏胴版１４は、比較的硬い熱可塑性プラスチック板体であり、熱融着性
を有する。
　襠部材５０は、第１側襠部６２の表側長手端縁５２の近傍の略台形状の溶着代１１０及
び裏側長手端縁５４の近傍の略台形状の溶着代１１２と、底襠部６４の表側長手端縁５２
の近傍の略台形状の溶着代１１４及び裏側長手端縁５４の近傍の略台形状の溶着代１１６
と、第２側襠部６６の表側長手端縁５２の近傍の略台形状の溶着代１１８及び裏側長手端
縁５４の近傍の略台形状の溶着代１２０とを備える。
　前記襠部材５０は、長手方向に連続する、表側長手端縁５２の第１側襠部６２の表側長
手端縁５２の近傍の溶着代１１０、底襠部６４の表側長手端縁５２の近傍の溶着代１１４
及び第２側襠部６６の表側長手端縁５２の近傍の溶着代１１８において、表胴版１２の外
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周縁、すなわち第１側縁３０、第２側縁３２及び底縁３４の内側で第１側縁３０の近傍の
溶着代３０ａ、第２側縁３２の近傍の溶着代３２ａ、底縁３４の近傍の溶着代３４ａに溶
着されて表胴版１２と連結されている（図１０参照）。
　そして、長手方向に連続する、第１側襠部６２の裏側長手端縁５４の近傍の溶着代１１
２、底襠部６４の裏側長手端縁５４の近傍の溶着代１１６及び第２側襠部６６の裏側長手
端縁５４の近傍の溶着代１２０において、裏胴版１４の外周縁、すなわち第１側縁４０、
第２側縁４２及び底縁４４の近傍の内側で第１側縁４０の近傍の溶着代４０ａ、第２側縁
４２の近傍の溶着代４２ａ、底縁４４の近傍の溶着代４４ａに溶着されて、裏胴版１４と
連設される。
　第１側縁４０の近傍の溶着代４０ａ、第２側縁４２の近傍の溶着代４２ａ、底縁４４の
近傍の溶着代４４ａは、表胴版１２の溶着代３０ａ、３２ａ、３４ａと同様に形成され、
第２側縁４２の近傍の溶着代４２ａは、第１側縁４０の近傍の溶着代４０ａと同様に形成
されている。
【００１６】
　前記襠部材５０は、前記山折り折り目５６と表側谷折り折り目５８との間と、前記山折
り折り目５６と裏側谷折り折り目６０との間とが、へり返しされ表側谷折り折り目５８と
裏側谷折り折り目６０を揃えて突き合わされ左側の第１側襠部６２と底襠部６４との境界
の近傍及び右側の第２側襠部６６と底襠部６４との境界の近傍を除いて溶着されて、補強
部２４が形成されている。そして、第１側襠部６２と底襠部６４との境界の近傍及び第２
側襠部６６と底襠部６４との境界の近傍は、折り曲げられて、表胴版１２及び裏胴版１４
の第１側縁３０及び第１側縁４０と底縁３４及び底縁４４との境界の第１角部３６及び第
１角部４６に対応した、第１角襠部７０、並びに第２側縁３２及び第２側縁４２と底縁３
４及び底縁４４との境界の第２角部３８及び第２角部４８に対応した、第２角襠部９０を
形成されている。
【００１７】
　第１角襠部７０は、表側長手端縁５２及び裏側長手端縁５４と直交し、表胴版１２の第
１角部３６と裏胴版１４の第１角部４６とを結ぶ線に対応する第１角折り目７２と、第１
側襠部６２の山折り折り目５６から第１角折り目７２まで一直線状に続く第２角折り目７
４と、底襠部６４の山折り折り目５６から第１角折り目７２まで一直線状に続く第３角折
り目７６と、第１角折り目７２と裏側長手端縁５４との交点から第１側襠部６２の山折り
折り目５６と第２角折り目７４との交点まで続く第４角折り目７８と、第１角折り目７２
と裏側長手端縁５４との交点から底襠部６４の山折り折り目５６と第３角折り目７６との
交点まで続く第５角折り目８０と、第１角折り目７２と表側長手端縁５２との交点から底
襠部６４の山折り折り目５６と第３角折り目７６との交点まで続く第６角折り目８２と、
第１角折り目７２と表側長手端縁５２との交点から第１側襠部６２の山折り折り目５６と
第２角折り目７４との交点まで続く第７角折り目８４とを備える。
　第４角折り目７８と第５角折り目８０と第２角折り目７４及び第３角折り目７６とによ
り二等辺三角形を形成し、第６角折り目８２と第７角折り目８４と第２角折り目７４及び
第３角折り目７６とにより二等辺三角形を形成する。
【００１８】
　第２角襠部９０は、表側長手端縁５２及び裏側長手端縁５４と直交し、表胴版１２の第
２角部３８と裏胴版１４の第２角部４８とを結ぶ線に対応する第１角折り目９２と、第１
側襠部６６の山折り折り目５６から第１角折り目９２まで一直線状に続く第２角折り目９
４と、底襠部６４の山折り折り目５６から第１角折り目９２まで一直線状に続く第３角折
り目９６と、第１角折り目９２と裏側長手端縁９４との交点から第２側襠部６６の山折り
折り目５６と第２角折り目９４との交点まで続く第４角折り目９８と、第１角折り目９２
と裏側長手端縁５４との交点から底襠部６４の山折り折り目５６と第３角折り目９６との
交点まで続く第５角折り目１００と、第１角折り目９２と表側長手端縁５２との交点から
底襠部６４の山折り折り目５６と第３角折り目９６との交点まで続く第６角折り目１０２
と、第１角折り目９２と表側長手端縁５２との交点から第１側襠部６６の山折り折り目５
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６と第２角折り目９４との交点まで続く第７角折り目１０４とを備える。
　第４角折り目９８と第５角折り目１００と第２角折り目９４及び第３角折り目９６とに
より二等辺三角形を形成し、第６角折り目１０２と第７角折り目１０４と第２角折り目９
４及び第３角折り目９６とにより二等辺三角形を形成する。
【００１９】
　第１角折り目７２，第２角折り目７４，第３角折り目７６，第４角折り目７８，第５角
折り目８０，第６角折り目８２及び第７角折り目８４は、直線状で、第４角折り目７８と
第５角折り目８０と第６角折り目８２と第７角折り目８４とによって平面視正方形を構成
し、第１角折り目７２と第２角折り目７４及び第３角折り目７６とは、前記正方形の対角
線を構成する。
【００２０】
　第１角折り目９２，第２角折り目９４，第３角折り目９６，第４角折り目９８，第５角
折り目１００，第６角折り目１０２及び第７角折り目１０４は、直線状で、第４角折り目
９８と第５角折り目１００と第６角折り目１０２と第７角折り目１０４とによって平面視
正方形を構成し、第１角折り目９２と第２角折り目９４及び第３角折り目９６とは、前記
正方形の対角線を構成する。
【００２１】
　第２角折り目７４は、バッグの内側に向けて山折りされる山折り折り目５６に連続して
内側に折れ曲がり、第１角折り目７２と第２角折り目７４と第４角折り目７８とに囲まれ
た略二等辺三角形状の第１角襠面７０ａと、第１角折り目７２と第２角折り目７４と第７
角折り目８４とに囲まれた略二等辺三角形状の第２角襠面７０ｂとは、密着する。第１角
襠面７０ａと第２角襠面７０ｂとは、第２角折り目７４を中心とした線対称形である。
　そして、底襠部６４と第３角折り目７６と第５角折り目８０及び第６角折り目８２との
交点において底襠部６４と第３角折り目７６とが９０0折れ曲がり、且つ第５角折り目８
０と第６角折り目８２とは内側に折れ曲がり、第３角折り目７６は、第２角折り目７４に
密に接して折れ曲がる。
　そして、第３角折り目７６と第５角折り目８０と第１角折り目７２とに囲まれた略二等
辺三角形状の第３角襠面７０ｃと第５角折り目８０を挟んだ底襠部６４の第５角折り目８
０近傍の面とが密着するとともに、第３角折り目７６と第６角折り目８２と第１角折り目
７２とに囲まれた略二等辺三角形状の第４角襠面７０ｄと第６角折り目８２を挟んだ底襠
部６４の第６角折り目８２の近傍の面とが密着する。第３角襠面７０ｃと第２角襠面７０
ｂとは、第３角折り目７６を中心とした線対称形である。
　角襠部７０は、以上のように形成される。
【００２２】
　第１角折り目９２は、バッグの外側に向けて谷折りされて表胴版１２の第２角部３８及
び裏胴版１４の第２角部４８とを結ぶ線に対応した角部を形成する。
　第２角折り目９４は、バッグの内側に向けて山折りされる山折り折り目５６に連続して
内側に折れ曲がり、第１角折り目９２と第２角折り目９４と第４角折り目９８との囲まれ
た略二等辺三角形状の第１角襠面９０ａと、第１角折り目９２と第２角折り目９４と第４
角折り目１０４とに囲まれた略二等辺三角形状の第２角襠面９０ｂとは、密着する。第１
角襠面９０ａと第２角襠面９０ｂとは、第２角折り目９４を中心とした線対称形である。
　そして、底襠部６４と第３角折り目９６と第５角折り目１００及び第６角折り目１０２
との交点において底襠部６４と第３角折り目９６とが９０0折れ曲がり、且つ第５角折り
目１００と第６角折り目１０２とは内側に折れ曲がり、第３角折り目９６は、第２角折り
目９４に密に接して折れ曲がる。
　そして、第３角折り目９６と第５角折り目１００と第１角折り目９２とに囲まれた略二
等辺三角形状の第３角襠面９０ｃと第５角折り目１００を挟んだ底襠部６４の第５角折り
目１００近傍の面とが密着するとともに、第３角折り目９６と第６角折り目１０２と第１
角折り目９２とに囲まれた略二等辺三角形状の第４角襠面９０ｄと第６角折り目１０２を
挟んだ底襠部６４の第６角折り目１０２の近傍の面とが密着する。第３角襠面９０ｃと第
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４角襠面９０ｄとは、第３角折り目９６を中心とした線対称形である。
　角襠部９０は、以上のように形成される。
【００２３】
　次に、この発明にかかるバッグの製造方法について、主として図５ないし図１０に基づ
いて説明する。
【００２４】
　まず、襠部材５０をもって襠部１６を形成する方法について説明する。
　第１角折り目７２において、バッグの外側に向けて谷折りし表胴版１２の第１角部３６
及び裏胴版１４の第１角部４６とを結ぶ線に対応した角部を形成する。
　第２角折り目７４を、バッグの内側に向けて山折りされる山折り折り目５６に連続して
内側に折り曲げ、第１角折り目７２と第２角折り目７４と第４角折り目７８とに囲まれた
第１角襠面７０ａと、第１角折り目７２と第２角折り目７４と第７角折り目８４とに囲ま
れた第２角襠面７０ｂとを、密着する。
　そして、底襠部６４と第３角折り目７６と第５角折り目８０及び第６角折り目８２との
交点において底襠部６４と第３角折り目７６とを９０0折り曲げ、且つ第５角折り目８０
と第６角折り目８２とは内側に折り曲げ、第３角折り目７６は、第２角折り目７４に密に
接して折り曲げる。
　そして、第３角折り目７６と第５角折り目８０と第１角折り目７２とに囲まれた第３角
襠面７０ｃと第５角折り目８０を挟んだ底襠部６４の第５角折り目８０近傍の面とを密着
させるとともに、第３角折り目７６と第６角折り目８２と第１角折り目７２とに囲まれた
第４角襠面７０ｄと第６角折り目８２を挟んだ底襠部６４の第６角折り目８２の近傍の面
とを密着させる。
　角襠部７０は、以上のようにして形成される。
【００２５】
　第１角折り目９２において、バッグの外側に向けて谷折りし表胴版１２の第２角部３８
及び裏胴版１４の第２角部４８とを結ぶ線に対応した角部を形成する。
　第２角折り目９４を、バッグの内側に向けて山折りされる山折り折り目５６に連続して
内側に折り曲げ、第１角折り目９２と第２角折り目９４と第４角折り目９８との囲まれた
第１角襠面９０ａと、第１角折り目９２と第２角折り目９４と第４角折り目１０４とに囲
まれた面とを、密着する。
　そして、底襠部６４と第３角折り目９６と第５角折り目１００及び第６角折り目１０２
との交点において底襠部６４と第３角折り目９６とを９０0折り曲げ、且つ第５角折り目
１００と第６角折り目１０２とは内側に折り曲げ、第３角折り目９６は、第２角折り目９
４に密に接して折り曲げる。
　そして、第３角折り目９６と第５角折り目１００と第１角折り目９２とに囲まれた第３
角襠面９０ｃと第５角折り目１００を挟んだ底襠部６４の第５角折り目１００近傍の面と
を密着させるとともに、第３角折り目９６と第６角折り目１０２と第１角折り目９２とに
囲まれた第４角襠面９０ｄと第６角折り目１０２を挟んだ底襠部６４の第６角折り目１０
２の近傍の面とを密着させる。
　角襠部９０は、以上のようにして形成される。
【００２６】
　次に、襠部材５０は、第１角襠部７０及び第４角襠面９０で折り曲げられた状態におい
て、第１側襠部材６２の表側長手端縁５２の近傍の溶着代１１０及び裏側長手端縁５４の
近傍の溶着代１１２で、表胴版１２の第１側縁３０及び裏胴版１４の第１側縁４０の内側
の溶着代と接し合わせ、更に、表側長手端縁５２の近傍の溶着代１１０及び裏側長手端縁
５４の近傍の溶着代１１２の内側面にそれぞれその溶着代の形状に対応した表胴版１２及
び裏胴版１４と同一の素材であるポリプロピレンシートからなる長方形状の補強材２２を
接し合わせ、一緒に同時に溶着する。
　そして、底襠部６４の表側長手端縁５２の近傍の溶着代１１４及び裏側長手端縁５４の
近傍の溶着代１１６で、表胴版１２の底縁３４及び裏胴版１４の底縁４４の内側の溶着代
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と接し合わせ、更に、表側長手端縁５２の近傍の溶着代１１４及び裏側長手端縁５４の近
傍の溶着代１１６の内側面にそれぞれその溶着代の形状に対応した表胴版１２及び裏胴版
１４と同一の素材であるポリプロピレンシートからなる長方形状の補強材２２を接し合わ
せ、一緒に同時に溶着する。
　更に、第２側襠部６６の表側長手端縁５２の近傍の溶着代１１８及び裏側長手端縁５４
の近傍の溶着代１２０で、表胴版１１２の第２側縁３２及び裏胴版１４の第２側縁４２の
内側の溶着代と接し合わせ、更に、表側長手端縁５２の近傍の溶着代１１８及び裏側長手
端縁５４の近傍の溶着代１２０の内側面にそれぞれその溶着代の形状に対応した表胴版１
２及び裏胴版１４と同一の素材であるポリプロピレンシートからなる長方形状の補強材２
２を接し合わせ、一緒に同時に溶着する。
　なお、第１側襠部材６２の表側長手端縁５２の近傍の溶着代１１０は折り罫１１０ａで
、裏側長手端縁５４の近傍の溶着代１１２は折り罫１１２ａで、底襠部６４の表側長手端
縁５２の近傍の溶着代１１４は折り罫１１４ａで、裏側長手端縁５４の近傍の溶着代１１
６は折り罫１１６ａで、第２側襠部６６の表側長手端縁５２の近傍の溶着代１１８は折り
罫１１８ａで、裏側長手端縁５４の近傍の溶着代１２０は折り罫１２０ａで、それぞれの
内側面を外側すなわち表胴版１２及び裏胴版１４側に向けて折り、第１側襠部材６２の表
側長手端縁５２の近傍の溶着代１１０は表胴版１２の第１側縁３０の左端縁に、裏側長手
端縁５４の近傍の溶着代１１２は裏胴版１４の第１側縁４０の左端縁に、底襠部６４の表
側長手端縁５２の近傍の溶着代１１４は表胴版１２の底縁３４の下端縁に、裏側長手端縁
５４の近傍の溶着代１１６は裏胴版１４の底縁４４の下端縁に、第２側襠部６６の表側長
手端縁５２の近傍の溶着代１１８は表胴版１２の第２側縁３２の右端縁に、裏側長手端縁
５４の近傍の溶着代１２０は裏胴版１４の第２側縁４２の右端縁に、それぞれ略々揃えて
溶着される。
【００２７】
　表胴版１２及び裏胴版１４の間に襠部１６が形成された後又は先に、裏胴版１４の上端
縁近傍に掩蓋部２０を溶着する。
　以上のようにして、バッグ１０は製造される。
【００２８】
　この発明は、前記実施の形態のバッグに限らず、この発明の思想に基づき変更すること
ができる。
【００２９】
　図１１ないし２０は、前記バッグの変形例たるバッグ２１０を示している。
　このバッグ２１０は、前記バッグ１０とは掩蓋部２０等において異なる。
　図１１は、図１図示バッグの変形例たるバッグを示す斜視図解図である。図１２は、図
１１図示バッグの掩蓋部を開いた状態を示す斜視図解図であり、図１３は、図１１図示バ
ッグの横断面図解図である。図１４は、図１１図示バッグの要部の縦断面図解図であり、
図１５は、図１１に示すバッグに用いられる表胴版及び裏胴版を示す斜視図解図である。
図１６は、図１１に示すバッグの襠部を作る工程を示す横断面図解図であり、図１７は、
図１１に示すバッグの表胴版を分離した状態における一部を省略した斜視図解図である。
【００３０】
　このバッグ２１０は、例えばポリプロピレン等のポリオレフィン樹脂、塩化ビニール等
の合成樹脂からなり、正面方形の表胴版１２と、前記表胴版１２と同一形状の背面方形の
裏胴版１４と、前記表胴版１２と裏胴版１４との間において前記表胴版１２及び裏胴版１
４の外周縁に沿って連設された襠部１６とを備える。
　前記襠部１６が連設されていない表胴版１２及び裏胴版１４の上端縁は、開口された開
口部１８と、前記裏胴版１４より連設された開口部１８を覆う掩蓋部２２０とを備え、表
胴版１２と裏胴版１４と襠部１６とに囲繞された空間に開口部１８に続く収容部が形成さ
れる。
【００３１】
　前記表胴版１２及び裏胴版１４は、比較的硬い正面視方形状板体で両者が略々同一形状
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・同一素材であり、襠部１６と溶着できるポリプロピレン等の合成樹脂シートからなる。
　表胴版１２は、バッグの正面から見て、左側の第１側縁３０と右側の第２側縁３２と底
縁３４とを備える。
　又、裏胴版１４は、バッグの正面から見て、左側の第１側縁４０と右側の第２側縁４２
と底縁４４とを備える。
【００３２】
　襠部１６は、表胴版１２の第１側縁３０及び第２側縁３２の長さと底縁３４の長さとに
対応する長さを有する表側長手端縁５２を備えるとともに、裏胴版１４の第１側縁４０と
第２側縁４２の長さと底縁４４の長さに対応する長さを有する裏側長手端縁５４を備える
、表胴版１２及び裏胴版１４と溶着できる平面視長方形状のポリオレフィン等の軟質プラ
スチックシートからなる襠部材５０で形成されている。
【００３３】
　前記襠部材５０は、平面視略長方形状の熱可塑性軟質プラスチックシートからなり、前
記表胴版１２及び裏胴版１４は、比較的硬い熱可塑性プラスチック板体であり、熱融着性
を有する。
　襠部材５０は、第１側襠部６２の表側長手端縁５２の近傍の溶着代１１０及び裏側長手
端縁５４の近傍の溶着代１１２と、底襠部６４の表側長手端縁５２の近傍の溶着代１１４
及び裏側長手端縁５４の近傍の溶着代１１６と、第２側襠部６６の表側長手端縁５２の近
傍の溶着代１１８及び裏側長手端縁５４の近傍の溶着代１２０とを備える。
【００３４】
　表胴版１２及び裏胴版１４は、襠部材５０を溶着するための溶着代を備える。
　表胴版１２は、その外周縁、すなわち第１側縁３０、第２側縁３２及び底縁３４の内側
面で、第１側縁３０の近傍の溶着代３０ａ、第２側縁３２の近傍の溶着代３２ａ、底縁３
４の近傍の溶着代３４ａを備え、更に、第１側縁３０の外側に折り曲げ部３０ｂを介して
連設された挟着補強部２２２ａと、第２側縁３２の外側に折り曲げ部３２ｂを介して連設
された挟着補強部２２２ｂと、底縁３４の外側に折り曲げ部３４ｂを介して連設された挟
着補強部２２２ｃとを備える。
　裏胴版１４は、その外周縁、すなわち第１側縁４０、第２側縁４２及び底縁４４の内側
面で、第１側縁４０の近傍の溶着代４０ａ、第２側縁４２の近傍の溶着代４２ａ、底縁４
４の近傍の溶着代４４ａを備え、更に、第１側縁４０の外側に折り曲げ部４０ｂを介して
連設された挟着補強部２２２ｄと、第２側縁４２の外側に折り曲げ部４２ｂを介して連設
された挟着補強部２２２ｅと、底縁４４の外側に折り曲げ部４４ｂを介して連設された挟
着補強部２２２ｆとを備える。
【００３５】
　前記襠部材５０は、長手方向に連続する、表側長手端縁５２の第１側襠部６２の表側長
手端縁５２の近傍の溶着代１１０、底襠部６４の表側長手端縁５２の近傍の溶着代１１４
及び第２側襠部６６の表側長手端縁５２の近傍の溶着代１１８において、表胴版１２の外
周縁、すなわち第１側縁３０、第２側縁３２及び底縁３４の内側面で第１側縁３０の近傍
の溶着代３０ａ、第２側縁３２の近傍の溶着代３２ａ、底縁３４の近傍の溶着代３４ａに
溶着されて表胴版１２と連結されている（図１７参照）。
　そして、長手方向に連続する、第１側襠部６２の裏側長手端縁５４の近傍の溶着代１１
２、底襠部６４の裏側長手端縁５４の近傍の溶着代１１６及び第２側襠部６６の裏側長手
端縁５４の近傍の溶着代１２０において、裏胴版１４の外周縁、すなわち第１側縁４０、
第２側縁４２及び底縁４４の近傍の内側面で第１側縁４０の近傍の溶着代４０ａ、第２側
縁４２の近傍の溶着代４２ａ、底縁４４の近傍の溶着代４４ａに溶着されて、裏胴版１４
と連結される。
　第１側縁４０の近傍の溶着代４０ａ、第２側縁４２の近傍の溶着代４２ａ、底縁４４の
近傍の溶着代４４ａは、表胴版１２の溶着代３０ａ、３２ａ、３４ａと同様に形成され、
第２側縁４２の近傍の溶着代４２ａは、第１側縁４０の近傍の溶着代４０ａと同様に形成
されている。
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【００３６】
　更に、第１側縁３０の内側面に接し合わされた第１側襠部の表側長手端縁の近傍の溶着
代１１０の内側面に、折り曲げ部３０ｂにおいて折り曲げられた挟着補強部２２２ａが接
し合わされて溶着され、第２側縁３２の内側面に接し合わされた第２側襠部の表側長手端
縁の近傍の溶着代１１８の内側面に、折り曲げ部３２ｂにおいて折り曲げられた挟着補強
部２２２ｂが接し合わされて溶着され、底縁３４の内側面に接し合わされた底襠部の表側
長手端縁の近傍の溶着代１１４の内側面に、折り曲げ部３４ｂにおいて折り曲げられた挟
着補強部２２２ｃが接し合わされて溶着されている。
【００３７】
　更に、第１側縁４０の内側面に接し合わされた第１側襠部の裏側長手端縁の近傍の溶着
代１１２の内側面に、折り曲げ部４０ｂにおいて折り曲げられた挟着補強部２２２ｄが接
し合わされて溶着され、第２側縁４２の内側面に接し合わされた第２側襠部の裏側長手端
縁の近傍の溶着代１２０の内側面に、折り曲げ部４２ｂにおいて折り曲げられた挟着補強
部２２２ｅが接し合わされて溶着され、底縁４４の内側面に接し合わされた底襠部の裏側
長手端縁の近傍の溶着代１１６の内側面に、折り曲げ部４４ｂにおいて折り曲げられた挟
着補強部２２２ｆが接し合わされて溶着されている。
【００３８】
　このバッグ２１０の掩蓋部２２０は、把手部２２６を備えており、把手部２２６を堅固
に取着するために、同一の形状、同一の大きさ、同一の素材からなる一つの掩蓋素材２２
０ａともう一つの掩蓋素材２２０ｂとを接し合わせ、外周縁に沿った掩蓋素材２２０ａの
溶着域２２０ａ1と掩蓋素材２２０ｂの溶着域２２０ｂ1とを溶着されてなる。
　掩蓋部２２０を取り付ける領域には、長方形のポリプロピレン製補強板２２０ｃを２つ
折りにして重ねられた補強板２２０ｃが介装され、補強板２２０ｃの外周縁に沿った掩蓋
素材２２０ａの溶着域２２０ａ2と掩蓋素材２２０ｂの溶着域２２０ｂ2及び掩蓋素材２２
０ａの溶着域２２０ａ3と掩蓋素材２２０ｂの溶着域２２０ｂ3において、掩蓋素材２２０
ａと掩蓋素材２２０ｂとが幅方向に２条の線状に溶着をされて、適宜な位置に固定されて
いる。
【００３９】
　把手部２２６は、可倒式のハンドルからなり、ベース２２６Ａと、該ベース２２６Ａに
回動自在に取り付けられたハンドル部２２６Ｂとにより形成され、補強板２２０ｃが介装
された領域にベース２２６Ａを固定されて、把手部２２６を構成している。
　もっとも、把手部２２６は前記例に限らず、図２０に示すようにコの字型のハンドルを
固定してもよい。
　また、襠部１６の底襠部６４を補強するために、図１１及び１３に示すように、補強部
２４に対応した部位で折れ曲がる底襠補強体２３０を添装してもよい。もっとも、底襠補
強体２３０は、断面略くの字型でもよく、又、平板状でもよい。
【００４０】
　次に、この発明にかかるバッグの製造方法について、主として図１５ないし図１８に基
づいて説明する。
【００４１】
　襠部材５０をもって襠部１６を形成する方法については、前記図１図示バッグの製造方
法と同じであるので省略する。
【００４２】
　次に、襠部材５０を表胴版１２及び裏胴版１４に溶着する方法について説明する。
　襠部材５０は、第１角襠部７０及び第２角襠面９０ｂで折り曲げられた状態において、
第１側襠部材６２の表側長手端縁５２の近傍の溶着代１１０及び裏側長手端縁５４の近傍
の溶着代１１２で、表胴版１２の第１側縁３０の溶着代３０ａ及び裏胴版１４の第１側縁
４０の内側の溶着代４０ａと接し合わせ、更に、表側長手端縁５２の近傍の溶着代１１０
及び裏側長手端縁５４の近傍の溶着代１１２の内側面にそれぞれその溶着代の形状に対応
した表胴版１２の挟着補強部２２２ａ及び裏胴版１４の挟着補強部２２２ｄを折り曲げ部
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３０ｂ及び折り曲げ部４０ｂにおいて折り曲げて接し合わせ、一緒に同時に溶着する。
　そして、底襠部６４の表側長手端縁５２の近傍の溶着代１１４及び裏側長手端縁５４の
近傍の溶着代１１６で、表胴版１２の底縁３４の溶着代３４ａ及び裏胴版１４の底縁４４
の内側の溶着代４４ａと接し合わせ、更に、表側長手端縁５２の近傍の溶着代１１４及び
裏側長手端縁５４の近傍の溶着代１１６の内側面にそれぞれその溶着代の形状に対応した
表胴版１２の挟着補強部２２２ｃ及び裏胴版１４の挟着補強部２２２ｆを折り曲げ部３４
ｂ及び折り曲げ部４４ｂにおいて折り曲げて接し合わせ、一緒に同時に溶着する。
　更に、第２側襠部６６の表側長手端縁５２の近傍の溶着代１１８及び裏側長手端縁５４
の近傍の溶着代１２０で、表胴版１１２の第２側縁３２の溶着代３２ａ及び裏胴版１４の
第２側縁４２の内側の溶着代４２ａと接し合わせ、更に、表側長手端縁５２の近傍の溶着
代１１８及び裏側長手端縁５４の近傍の溶着代１２０の内側面にそれぞれその溶着代の形
状に対応した表胴版１２の挟着補強部２２２ｂ及び裏胴版１４の挟着補強部２２２ｅを折
り曲げ部３２ｂ及び折り曲げ部４２ｂにおいて折り曲げて接し合わせ、一緒に同時に溶着
する。
　なお、第１側襠部材６２の表側長手端縁５２の近傍の溶着代１１０は折り罫１１０ａで
、裏側長手端縁５４の近傍の溶着代１１２は折り罫１１２ａで、底襠部６４の表側長手端
縁５２の近傍の溶着代１１４は折り罫１１４ａで、裏側長手端縁５４の近傍の溶着代１１
６は折り罫１１６ａで、第２側襠部６６の表側長手端縁５２の近傍の溶着代１１８は折り
罫１１８ａで、裏側長手端縁５４の近傍の溶着代１２０は折り罫１２０ａで、それぞれの
内側面を外側すなわち表胴版１２及び裏胴版１４側に向けて折り、第１側襠部材６２の表
側長手端縁５２の近傍の溶着代１１０は表胴版１２の第１側縁３０の左端縁に、裏側長手
端縁５４の近傍の溶着代１１２は裏胴版１４の第１側縁４０の左端縁に、底襠部６４の表
側長手端縁５２の近傍の溶着代１１４は表胴版１２の底縁３４の下端縁に、裏側長手端縁
５４の近傍の溶着代１１６は裏胴版１４の底縁４４の下端縁に、第２側襠部６６の表側長
手端縁５２の近傍の溶着代１１８は表胴版１２の第２側縁３２の右端縁に、裏側長手端縁
５４の近傍の溶着代１２０は裏胴版１４の第２側縁４２の右端縁に、それぞれ略々揃えて
溶着される。
【００４３】
　表胴版１２及び裏胴版１４の間に襠部１６が形成された後又は先に、裏胴版１４の上端
縁近傍に掩蓋部２２０を溶着する。
　以上のようにして、バッグ２１０は製造される。
【００４４】
　なお、第１角襠面７０ａ及び第２角襠面７０ｂは、第５角折り目８０及び第６角折り目
８２を折り曲げて、垂直方向にのびるようにしてもよく（図９及び図１７図示）、また、
第４角折り目９８及び第７角折り目１０４を折り曲げて、水平方向にのびるようにしても
よい（図１９図示）。
　また、第１角襠面９０ａ及び第２角襠面９０ｂは、第５角折り目１００及び第６角折り
目１０２を折り曲げて、垂直方向にのびるようにしてもよく、また、第４角折り目９８及
び第７角折り目１０４を折り曲げて、水平方向にのびるようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】この発明にかかる一実施の形態であるバッグを示す斜視図解図である。
【図２】図１図示バッグの掩蓋部を開いた状態を示す斜視図解図である。
【図３】図１図示バッグの横断面図解図である。
【図４】図１図示バッグの要部の縦断面図解図である。
【図５】図１に示すバッグに用いられる襠部材を示す展開図である。
【図６】図１に示すバッグの襠部を作る工程を示す横断面図解図である。
【図７】図１に示すバッグの襠部を作る工程を示す横断面図解図である。
【図８】図１に示すバッグの襠部を作る工程を示す斜視図解図である。
【図９】図１に示すバッグの襠部を作る工程を示す斜視図解図である。
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【図１０】図１に示すバッグの表胴版を分離した状態における一部を省略した斜視図解　
図である。
【図１１】図１図示バッグの変形例たるバッグを示す斜視図解図である。
【図１２】図１１図示バッグの掩蓋部を開いた状態を示す斜視図解図である。
【図１３】図１１図示バッグの横断面図解図である。
【図１４】図１１図示バッグの要部の縦断面図解図である。
【図１５】図１１に示すバッグに用いられる表胴版及び裏胴版を示す斜視図解図であ　る
。
【図１６】図１１に示すバッグの襠部を作る工程を示す横断面図解図である。
【図１７】図１１に示すバッグの表胴版を分離した状態における一部を省略した斜視図　
解図である。
【図１８】図１１図示バッグの掩蓋部の構造を示す図解図であり、（Ａ）は分解した状態
の斜視図解図であり、（Ｂ）は作る工程を示す断面図解図である。
【図１９】図１１図示バッグの変形例たるバッグを示す斜視図解図である。
【図２０】ハンドルの変形例を示す斜視図解図である。
【符号の説明】
【００４６】
　１０,  ２１０　バッグ
　１２　表胴版
　１４　裏胴版
　１６　襠部
　１８　開口部
　２０　掩蓋部
　２２　補強材
　２４　補強部
　３０，４０　第１側縁
　３２，４２　第２側縁
　３０ａ，３２ａ，３４ａ，４０ａ，４２ａ，４４ａ　溶着代
　３０ｂ，３２ｂ，３４ｂ，４０ｂ，４２ｂ，４４ｂ　折り曲げ部
　３４，４４　底縁
　３６，４６　第１角部
　３８，４８　第２角部
　５０　襠部材
　５２　表側長手端縁
　５４　裏側長手端縁
　５６　山折り折り目
　５８　表側谷折り折り目
　６０　裏側谷折り折り目
　６２　第１側襠部
　６４　底襠部
　６６　第２側襠部
　７０　第１角襠部
　７０ａ　第１角襠面
　７０ｂ　第２角襠面
　７０ｃ　第３角襠面
　７０ｄ　第４角襠面
　７２　第１角折り目
　７４　第２角折り目
　７６　第３角折り目
　７８　第４角折り目
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　８０　第５角折り目
　８２　第６角折り目
　８４　第７角折り目
　９０　第２角襠部
　９０ａ　第１角襠面
　９０ｂ　第２角襠面
　９０ｃ　第３角襠面
　９０ｄ　第４角襠面
　９２　第１角折り目
　９４　第２角折り目
　９６　第３角折り目
　９８　第４角折り目
　１００　第５角折り目
　１０２　第６角折り目
　１０４　第７角折り目
　１１０　第１側襠部の表側長手端縁の近傍の溶着代
　１１２　第１側襠部の裏側長手端縁の近傍の溶着代
　１１４　底襠部の表側長手端縁の近傍の溶着代
　１１６　底襠部の裏側長手端縁の近傍の溶着代
　１１８　第２側襠部の表側長手端縁の近傍の溶着代
　１２０　第２側襠部の裏側長手端縁の近傍の溶着代
　２２０　掩蓋部
　２２０ａ　掩蓋素材
　２２２ａ，２２２ｂ，２２２ｃ，２２２ｄ，２２２ｅ，２２２ｆ　挟着補強部
　２２６　把手部
　２２６Ａ　ベース
　２２６Ｂ　ハンドル部
　２３０　底襠補強体
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【図１１】 【図１２】
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【図１５】 【図１６】



(23) JP 4925847 B2 2012.5.9
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【図１９】 【図２０】
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